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松原 広己 

9) PH Academy 2022 CTEPH and PAH                   South Korea,2022 年 12 月 10 日 

Balloon angioplasty in CTEPH; advances in patients and lesion selection 

松原 広己 

10) 2022 Chongqing Pulmonary Vascular Intervention and Surgery Treatment Forum 

Chaina (remote),2022 年 12 月 25 日 

Aggressive afterload lowering in PAH 

松原 広己 

11) International Summit on the Management of Chronic Thromboembolic Pulmonary Hypertension 

Chaina (remote),2023 年１月 28 日 

Balloon pulmonary angioplasty: case selection and progress of operation technology 

松原 広己 

12) Hellenic Society of Cardiology/ Working Group of Congenital Heart Disease, Pulmonary 

Hypertension and Pediatric Cardiology webinar              Greece (remote),2023 年 3 月 15 日 

Balloon Pulmonary Angioplasty for CTEPH  

松原 広己 

13) The 3rd Gansu Pulmonary Vascular Science Summit    Chaina (remote),2023 年 3 月 25 日 

Interventional treatment of CTEPH: new advancement and future direction 

松原 広己  

14) 2023 International Pulmonary Hypertension Conference             TAIWAN,2023 年 3 月 25 日 

Meet the Master; The Art of the Multimodality Approach to CTEPH Management 

松原 広己 

座長 

1) 第 87 回日本循環器学会学術集会                               2023 年 3 月 10 日 

肺動脈性肺高血圧症治療における新規治療オプション ―トレプロスト吸入の位置づけ― 

松原 広己 

2) 第 87 回日本循環器学会学術集会                                     2023 年 3 月 11 日 

BPA 治療の限界に挑む 

松原 広己 
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臨床研究推進室（治験管理室）       室長 角南 一貴（血液内科 臨床研究部長） 

 

● 活動目的 

治験等及び臨床研究が、適正かつ円滑に行われるように、関係部署と連携を取りながら、以下の業

務を中心に行っている。 

 

①治験コーディネーター（CRC：Clinical Research Coordinator）業務 

当院で実施する治験※が、国の定めた基準（医薬品の臨床試験の実施の基準（GCP））を遵守し円

滑に実施できるよう、治験担当医師の業務補助、被験者の支援、治験依頼者や院内各部署との調整

等を行っている。具体的には、インフォームド・コンセントの補助（同意・説明文書の作成補助＋患者へ

の補助説明実施）、診察室での医師への業務支援、服薬指導・手技指導、来院スケジュール管理、症

例報告書の作成補助、原資料（カルテ等）直接閲覧の対応、被験者からの問い合わせ・相談の対応

などである。 

※治験：医薬品等の製造販売の承認を得るために行われる臨床試験。 

 

②治験事務局業務 

治験依頼者（製薬企業等）への対応、治験の契約の交渉窓口、治験の実施に伴って発生する文書

の保管管理、被験者負担軽減費の処理、保険外併用療養費対象外経費（検査・画像診断や同種同

効薬の費用）の調整等を行っている。 

 

③審査委員会事務局業務 

治験等及び臨床研究について、その実施の「倫理的及び科学的な妥当性」等を審査するため、「受

託研究審査委員会（＝治験審査委員会に相当）」、「臨床研究審査委員会」及び「研究利益相反審査

委員会」を設置している。これらの審査委員会の委員会事務局として、各委員会の開催に伴う審議資

料の準備、委員との事前相談（例：迅速審査への該当性の相談）、議事録作成、審査結果通知書の

発出に関する事務等を行っている。 
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● 活動状況 

治治験験及及びび製製造造販販売売後後臨臨床床試試験験のの実実績績（（製製造造販販売売後後調調査査はは含含ままなないい））  

治治験験等等、、製製造造販販売売後後調調査査（（使使用用成成績績調調査査等等））、、等等のの実実施施にに伴伴うう受受託託研研究究費費のの  

依依頼頼者者((製製薬薬企企業業等等))へへのの請請求求金金額額  

 

対象疾患 実施診療科
肺高血圧症 循環器内科 ８件 (新規3件) ２１名 (うち新規　２名)

過体重又は肥満 循環器内科 １件 (新規０件) ８名 (うち新規　０名)

心不全 循環器内科 １件 (新規１件) ０名 (うち新規　０名)

多発性骨髄腫 血液内科 ２６件 (新規８件) ５７名 (うち新規　４名)

骨髄異形成症候群 血液内科 １件 (新規０件) ３名 (うち新規　０名)

成人発作性夜間ヘモグロビン尿症 血液内科 １件 (新規０件) ２名 (うち新規　０名)

急性骨髄性白血病 血液内科 １件 (新規０件) ３名 (うち新規　２名)

B細胞性悪性腫瘍 血液内科 １件 (新規０件) １名 (うち新規　０名)

大細胞型B細胞リンパ腫 血液内科 ２件 (新規１件) ４名 (うち新規　２名)

全身性ＡＬアミロイドーシス 血液内科 １件 (新規０件) ２名 (うち新規　０名)

特発性血小板減少性紫斑病 血液内科 １件 (新規1件) ０名 (うち新規　０名)

非ホジキンリンパ腫 血液内科 １件 (新規1件) ０名 (うち新規　０名)

ベネトクラクスの先行試験を完了した患血液内科 １件 (新規1件) １名 (うち新規　１名)

膀胱癌 泌尿器科 １件 (新規0件) ６名 (うち新規　０名)

前立腺癌 泌尿器科 １件 (新規1件) ５名 (うち新規　５名)

間質性膀胱炎 泌尿器科 １件 (新規0件) １名 (うち新規　０名)

大腿骨近位部骨折 整形外科 １件 (新規0件) １３名 (うち新規　７名)

ムコ多糖症 小児科 １件 (新規０件) ２名 (うち新規　０名)

Small for Gestational Age性低身長症、小児科 １件 (新規１件) １名 (うち新規　１名)

成長ホルモン分泌不全性低身長症 小児科 ３件 (新規０件) １０名 (うち新規　１名)

ＲＳウィルス 新生児科 １件 (新規０件) ２名 (うち新規　０名)

新生児低酸素性虚血性脳症 新生児科 ２件 (新規0件) ４名 (うち新規　０名)

逆流性食道炎 小児外科 １件 (新規０件) ３名 (うち新規　０名)

潰瘍性大腸炎 消化器内科 ２件 (新規０件) ７名 (うち新規　０名)

下顎埋伏智歯 歯科 １件 (新規０件) ４名 (うち新規　０名)

６２件 (新規17件) １６０名 (うち新規２５名)

プロトコール数 実施患者数

合　計

これらのすべての治験において、当室のCRCが関与し、治験担当医師の業務補助、被験者への対応、治験に協力す
る院内各部署との調整等を実施した。

※「プロトコール数」及び「実施患者数」は、2021年度中に治験薬の投与が行われた治験課題数及び被験者数のみを計上している。
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がん医療研究室                     室長 角南 一貴（臨床研究部長） 

● 設立の背景 

2008 年に地域がん診療連携拠点病院に認定され、常勤のがん医療専門医による高度ながん医療を

恒常的に、一定の品質とともに患者に提供しています。また、がん医療における治験を含めた臨床研究

も数多く行っています。近年、がん医療においてはゲノム情報に基づく医療が発展してきており、2019 年

から保険診療で扱えるようになってきました。当院は 2020 年にがんゲノム医療連携病院に認定され、が

んゲノム医療センターを設立し、がんゲノム医療を推進してきているところです。よってがん医療に関す

る臨床研究を積極的に推進していく目的で 2021 年 4 月に設立しました。 

● 活動目的 

がん医療を行っている診療科（血液内科、呼吸器内科、消化器内科、緩和ケア内科、臨床検査科）に

関する臨床研究を推進することを目的としています。 

 地域がん診療連携拠点病院の立場から、がん治療に関連する臨床研究を推進 

 がんゲノム医療連携病院の立場から、がんゲノムに関する臨床研究を推進 

 がん医療に欠かせない緩和ケアについての臨床研究を推進 

● 活動状況 

2022 年度新規申請臨床研究は下記のとおりです。 

【呼吸器内科】 

1) EGFR 変異陽性肺癌における複合免疫療法の後方視的検討 

2) ニューモシスティス肺炎の予後に関する因子の検討のための多施設共同後ろ向き観察研究 

【消化器内科】 

1) NBI 併用胃拡大内視鏡を用いた AI 胃がん内視鏡診断支援システムの有用性 

2) 高齢者胃癌に対する化学療法施行前における高齢者機能評価の有用性に関する多機関共同

前向き観察研究 

3) 胃粘膜下腫瘍に対する、内視鏡的全層切除術（Endoscopic full-thickness resection, EFTR）の

有効性、安全性に関する単施設観察研究 

4) エンドサイトスコピーシステム(Endocytoscopy system)による消化管病変の探索的研究 

【血液内科】 

1) 再発難治びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫に対するポラツズマブ・べドチン、ベンダムスチン、

リツキシマブの有効性と安全性についての後方視観察研究 

2) 急性骨髄性白血病に対するベネトクラクス・アザシチジン療法における末梢血 WT1mRNA 値と

治療効果・予後の関連性についての観察研究 

3) 血液疾患登録 

● 研究実績 

論文 

【呼吸器内科】 

1) Tanzawa S, Makiguchi T, Tasaka S, Inaba M, Ochiai R, Nakamura J, Inoue K, Kishikawa T, Nakashima 
M, Fujiwara K, Kohyama T, Ishida H, Kuyama S, Miyazawa N, Nakamura T, Miyawaki H, Oda N, 
Ishikawa N, Morinaga R, Kusaka K, Miyamoto Y, Yokoyama T, Matsumoto C, Tsuda T, Ushijima S, 
Shibata K, Shibayama T, Bessho A, Kaira K, Misumi T, Shiraishi K, Matsutani N, Seki N.  
Prospective analysis of factors precluding the initiation of durvalumab from an interim 
analysis of a phase II trial of S-1 and cisplatin with concurrent thoracic radiotherapy followed 
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